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１．単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．単元目標と評価規準 

観点 
目標 

 (○内は育成を目指す資質能力の番号) 
評価規準 

知識 
技能 

・自動車工業に関わる人々は，消費者の需要や
社会の変化に対応し，様々な工夫や努力をし
ていることを理解するとともに，統計，写真な
どの資料を活用して適切に情報を集め，仕事
の工程や協力関係をまとめる技能を身につけ
ることができる。 

・統計，写真などの資料をもとに自動車生産に関
わる人々や企業の工夫や努力について調べ，自
動車産業が盛んである理由について理解してい
る。 

思考力 
判断力 
表現力等 

・優れた製品を効率的に生産するために関わっ
ている人々の工夫や努力や外国との関わりに
ついて多面的に考え，説明することができ
る。① 

・自動車産業の関わる人々の工夫や努力や貿易な
どによる海外とのつながりについて，資料から
読み取ったことをもとに多面的に考え，説明し
ている。 

社会科学習指導案                         

日時：１０月１８日（金）第５校時 

                             学年：第５学年 １７名 

指導者：信清 倫弘 

 

本学級の児童は，これまでにグラフや地図，資
料集の活用を通して，グラフの表題に着目したり，
資料から読み取ったことを自分なりにまとめたり
して，それを小グループ内や全体の場で発表する
学習を行ってきた。しかし，複数の資料から必要
な情報を読み取ることや，資料から得た情報を活
用し追究することのできる児童は少ない。 
 また，社会的事象の特色や相互の関連，意味を
多面的に考えることが難しい児童がおり，一つの
視点から物事を考えがちである。考えた内容を説
明したり，意見を交流したりすることができる児
童は少ない。 
 

児童観 

本単元は，新学習指導要領の第５学年の内容
（3）アの（イ）「工業生産に関わる人々は，消費
者の需要や社会の変化に対応し，優れた製品を
生産するよう様々な工夫や努力をして，工業生
産を支えていることを理解すること」イの(イ)
「製造の工程，工場相互の協力関係，優れた技
術などに着目して，工業生産に関わる人々の工
夫や努力を捉え，その働きを考え，表現するこ
と。」を受け設定している。工業製品の中でも生
産額が多く，身近な自動車産業について扱うこ
とで，自分たちの生活が工業と深くつながって
いることを捉えやすい。 
また，未来の生活と自動車との関連について

考えることで，持続可能な自動車産業について
学ぶことができる単元である。 

 本単元の指導に当たっては，日本の自動車生産業がどのような努力や工夫をしているか気付かせるた
めに，以下の三点を取り入れて指導を行う。 
① 主体的に学ぶための単元計画の工夫 
児童が主体的に資料などから得た情報を活用し追究していくために，社会見学で行くマツダに焦点を

あて，自動車企業の工夫を調べる。その後，他企業と比較しながら学習を進めることで知識の一般化を
図る。また，単元の最後に自分の生活との関連を考えていくことで，持続可能な自動車産業の在り方を
考えられるようにする。 
② 思考ツール（Ｘチャート，フィッシュボーン，コンセプトマップ等）の活用 
複数の資料から必要な情報を関連付けたり，分類したりして読みとるために，コンセプトマップやＸ

チャートなどを用いる。また，資料から読み取った情報を活用する場面では，フィッシュボーンなどを
使い，自分の主張を構造化して考えられるようにする。 
③ グループ活動や話し合いの設定 

自分の考えを説明したり，意見を交流したりできるようにするために，グループ活動を設定し，少人

数での意見交流の場を設定し，事柄について多面的に捉えられるようにする。また，話し合いの場で比

較したり，関連付けたりして考えさせるためにベン図などの思考ツールを活用する。 

 
 

 

指導の手立て 

糸崎小学校で育てようとする資質や能力及び     ＊  は今年度の重点項目 

①課題発見・解決能力 ②思考力・判断力・表現力    ③コミュニケーション能力 

④主体性・積極性   ⑤回復力  ⑥協調性・柔軟性  ⑦自らへの自信 

単元観 



学びに 
向かう力 
人間性等 

・日本の自動車産業について，企業や働いてい
る人々がどのような工夫や努力をしているの
かについて進んで調べ，学習したことやそこ
から考えたことを適切にまとめ，伝えようし
ている。⑤ 

・企業や働いている人々がどのような工夫や努力
をしているのかについて進んで調べ，学習した
ことやそこから考えたことを適切にまとめ，伝
えようとしている。 

 

３．指導計画とルーブリック（本時９/１１） 

時 学習活動 
ルーブリック 資

質 

思考スキル 

（思考ツール） Ｓ Ａ 

学
級
活
動
１ 

自分に良い生活と環境に良い生

活について考える。 

Ａ＋整理した内容をも

とに自分の意見を考え，

理由を明確にしながら

意見を言うことができ

る。 

環境に良い不自由な生

活と環境に良くない便

利な生活の良い点・悪

い点を理解できる。 

① 

 

１ 

自動車産業についての質問づく

りを行う。 

Ａ＋重要な質問につい

て根拠を示しながら説

明できる。 

課題解決に必要な質問

を複数考えることがで

きる。 

① 

広げる 

（イメージマップ） 

２ 

社会見学で調べたいことを話し

合い，計画を立てる。 

Ａ＋インタビューした

い内容や新たな疑問を

見つけることができる。 

質問づくりで出た質問

をもとに調べる計画を

立てることができる。 

④ 

計画する 

３ 

・

４ 

自動車工場の見学を通してまと

めたことや資料などから自動車

が大量生産できる仕組みについ

て調べる。 

Ａ＋キーワードでまと

めながら分類できる。 

大量生産できる仕組み

についてまとめること

ができる。 
② 

分類する 

(Ｘ・Ｙチャート) 

５ 

自動車工場で働いている人々が

安全で効率的に作業するために

どのような工夫をしているのか

について考える。 

Ａ＋理由についても考

えることができる。 

安全で効率的に作業す

るための工夫を理解す

ることができる。 
② 

つなげる 

(コンセプトマップ) 

６ 

自動車を効率的に生産するため

に関連工場の役割や工場同士が

どのようにつながっているのか

調べる。 

Ａ＋関連工場があるこ

との利点についてまと

めることができる。 

関連工場の役割と自動

車工場とのつながりに

ついてまとめることが

できる。 

② 

つなげる 

(コンセプトマップ) 

７ 

自動車の輸出や海外生産につい

て読み取り，これからの自動車産

業が「輸出」か「海外生産」のど

ちらを優先すればよいか資料を

もとに考える。 

Ａ＋根拠を示しながら，

筋道立てて説明するこ

とができる。 

運輸や輸出や海外生産

について資料から読み

取り自分の意見をまと

めることができる。 

② 

構造化する 

（フィッシュボー

ン） 

 

８ 

環境に優しい自動車作りや工場

の取組から持続可能な工業の在

り方について考える。 

Ａ＋持続可能工業とは，

どのようなものかにつ

いて理解できる。 

環境に配慮した自動車

作りや工場設備につい

て理解できる。 
⑤ 

つなげる 

（コンセプトマッ

プ） 

９ 

本

時 

自動車会社やそこで働く人々の

工夫や努力の共通点から自動車

産業の特色について考える。 

Ａ＋共通点をもとに日

本の自動車産業の特色

についてまとめ，説明で

きる。 

自動車産業やそこで働

く人々の工夫や努力の

共通点を見つけること

ができる。 

② 

分類する 

（Ｘチャート・Ｙチ

ャート） 

10 

自動車会社が社会の変化や消費

者のニーズをもとに新たなニー

ズを考えていることについて理

解する。◎ 

Ａ＋新たなニーズを作

ることが企業にとって

大切なことを理解でき

る。 

社会の変化や消費者の

ニーズに応じて自動車

も変化していることを

理解できる。 

⑤ 

多面的に見る 

（フィッシュボー

ン） 

11 

未来の自分たちの生活を考える

中で，どのように自動車を利用し

ていくのか考える。◎ 

Ａ＋複数の視点から利

用方法を考え，自分の生

活とつなげて考えるこ

とができる。 

環境問題やエネルギー

問題など様々な視点か

ら自動車の利用方法に

ついて考えることがで

きる。 

⑤ 

構造化する 

（フィッシュボー

ン） 

 



４．授業構成図 
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思考スキル 

「分類する」 

↓ 

思考ツール 

「Ｘチャート」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
時
の
ね
ら
い 

日
本
の
自
動
車
産
業
の
特
色
を
理
解 

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
日
本
の
自
動
車
産
業
の
特
色
に
つ

い
て
多
面
的
に
捉
え
、
説
明
し
て
い
る 

◎
） 

（
課
題
対
応
能
力
★
） 

目
指
す
子
ど
も
の
姿 

Ｓ 

Ａ
＋
共
通
点
を
も
と
に
日
本
の

自
動
車
産
業
の
特
色
に
つ
い
て
ま

と
め
、
説
明
し
て
い
る
。 

Ａ 

企
業
や
そ
こ
で
働
く
人
々
の
工

夫
や
努
力
の
共
通
点
を
見
つ
け
て

い
る
。 

①
既
習
事
項
を
確
認
す
る
。 

Ｔ
今
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
学
習
を
し

て
き
ま
し
た
か
。 

Ｃ
環
境
を
考
え
た
車
づ
く
り
を
し
て

い
ま
し
た
。 

Ｃ
関
連
工
場
や
工
場
で
働
く
人
の
工

夫
を
見
付
け
ま
し
た
。 

Ｃ
船
で
海
外
に
輸
出
さ
れ
た
り
、
海

外
の
生
産
工
場
で
車
が
作
ら
れ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。 

Ｔ
（
写
真
を
提
示
）
ど
こ
の
会
社
の

車
か
分
か
り
ま
す
か
。 

Ｃ
マ
ツ
ダ
。 

Ｃ
ス
バ
ル
。 

Ｃ
ト
ヨ
タ
。 

Ｔ
ト
ヨ
タ
が
正
解
で
す
。
こ
の
ト
ヨ

タ
の
車
が
で
き
る
ま
で
の
工
夫
や

努
力
で
、
マ
ツ
ダ
と
同
じ
と
こ
ろ

は
あ
る
か
な
？ 

Ｃ
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

Ｃ
車
だ
か
ら
同
じ
だ
と
思
う
。 

Ｔ
マ
ツ
ダ
の
工
夫
や
努
力
の
何
が
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
か
。 

Ｃ
環
境
の
と
こ
ろ
。 

Ｃ
運
輸
や
貿
易
だ
と
思
う
。 

②
学
習
課
題
を
立
て
る
。 

       
③
解
決
方
法
の
見
通
し
を
も
つ
。 

Ｔ
ど
う
す
れ
ば
見
つ
か
り
ま
す
か
。 

Ｃ
ト
ヨ
タ
の
資
料
か
ら
読
み
取
る
。 

Ｃ
読
み
取
っ
た
も
の
を
比
べ
て
み
れ

ば
い
い
と
思
う
。 

④
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
す
る
。 

Ｔ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
ど
う
し
ま
す

か
。 

Ｃ
Ａ
は
、
マ
ツ
ダ
と
の
工
夫
や
努
力

の
共
通
点
を
見
つ
け
て
い
る
。 

Ｃ
Ｓ
は
、
Ａ
＋
共
通
点
を
も
と
に
日

本
の
自
動
車
産
業
の
特
色
に
つ
い

て
考
え
ら
れ
る
と
い
い
ね
。 

◇留
設
定
が
難
し
い
場
合
は
、
指
導
者

が
提
示
す
る
。 

課
題
を
見
出
す
場
面 

対
象
と
既
有
の
知
識
と
の
「
ズ
レ
」

を
認
識 

学
習
課
題 

ト
ヨ
タ
と
マ
ツ
ダ
の
自
動
車
生
産

の
工
夫
や
努
力
の
共
通
点
を
見
付

け
る
。 

十
月 

十
八
日
（
金
） 

五
校
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

指
導
者 

信
清 

倫
弘 

三
原
市
立
糸
崎
小
学
校 

五
年 

一
組 

社
会
科
「
工
業
生
産
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」 

第
九
時 授

業
構
成
図 

対
象
と
既
有
の
知
識
と
を
関
連
づ

け
，
対
象
が
生
じ
る
原
因
を
類
推 

 

⑤
自
力
解
決
を
す
る
。
★ 

Ｔ
企
業
・
環
境
・
働
く
人
・
運
輸
の
視
点

か
ら
工
夫
や
努
力
を
ま
と
め
ま
し
ょ

う
。 

Ｃ
ト
ヨ
タ
に
も
海
外
生
産
の
工
場
が
あ

る
よ
。 

Ｃ
効
率
化
し
て
作
業
を
し
て
い
る
ね
。 

Ｃ
船
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
で
運
輸
を
し
て

い
る
よ
。 

Ｃ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
な
ど
環
境
に
良

い
車
を
作
っ
て
い
る
よ
。 

Ｃ
Ｅ
Ｖ
車
に
力
を
入
れ
て
い
る
ね
。 

◇留

一
人
一
人
に
役
割
を
も
た
せ
る
た
め

に
、
グ
ル
ー
プ
で
役
割
分
担
を
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
に
つ
い
て
資
料
を
も

と
に
読
み
取
ら
せ
る
。 

⑥
集
団
解
決
を
す
る
。
◎ 

Ｔ
整
理
し
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
協
議

し
ま
し
ょ
う
。 

Ｃ
マ
ツ
ダ
と
同
じ
よ
う
に
関
連
工
場
が

あ
っ
た
よ
。 

Ｃ
運
輸
や
貿
易
も
同
じ
だ
っ
た
よ
。 

Ｃ
環
境
に
良
い
車
作
り
を
し
て
い
た
よ
。 

◇留

視
点
を
明
確
に
し
て
思
考
ツ
ー
ル
を

活
用
し
、
共
通
点
を
見
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
。 

⑦
全
体
で
交
流
す
る
。 

Ｔ
調
べ
て
ま
と
め
た
結
果
を
発
表
し
て

く
だ
さ
い
。 

Ｃ
ト
ヨ
タ
も
マ
ツ
ダ
と
同
じ
よ
う
に
働

く
人
々
が
効
率
的
に
作
業
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。 

Ｃ
マ
ツ
ダ
と
同
じ
で
海
外
に
生
産
工
場

を
も
っ
て
い
て
、
多
く
の
車
が
海
外
で

売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

Ｃ
環
境
に
配
慮
し
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ

ー
や
Ｅ
Ｖ
車
、
燃
料
自
動
車
な
ど
が
開

発
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

Ｃ
生
産
工
場
の
近
く
に
関
連
工
場
が
あ

り
、
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
の
仕
組
み

が
あ
り
ま
し
た
。 

⑧
本
時
の
ま
と
め
を
す
る
。 

Ｔ
み
ん
な
が
調
べ
た
こ
と
か
ら
ど
ん
な

こ
と
が
言
え
る
か
な
。 

Ｃ
ト
ヨ
タ
も
マ
ツ
ダ
も
同
じ
よ
う
な
工

夫
や
努
力
を
し
て
い
ま
す
。 

Ｔ
他
の
自
動
車
会
社
は
、
ど
う
だ
と
思
い

ま
す
か
。 

Ｃ
他
の
自
動
車
会
社
も
同
じ
よ
う
な
取

り
組
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

Ｔ
他
の
自
動
車
会
社
も
見
て
み
よ
う
か
。 

Ｃ
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
。 

Ｔ
同
じ
工
夫
や
努
力
を
し
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
同
じ
車
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。 

Ｃ
会
社
が
違
う
か
ら
で
す
。 

Ｔ
日
本
の
自
動
車
産
業
の
特
色
に
つ
い

て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。 

⑨
学
習
の
振
り
返
り
を
す
る
。 

Ｃ
私
は
、
Ｓ
で
し
た
。
色
々
な
自
動
車
会

社
の
資
料
か
ら
日
本
の
自
動
車
産
業

が
様
々
な
工
夫
や
努
力
を
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

見
通
し
や
実
行
方
法
を
発
想
す
る
場

面 

引
き
出
し
た
い
具
体
的
な
表
現 

Ｓ 

日
本
の
自
動
車
産
業
は
様
々
な

努
力
や
工
夫
を
し
な
が
ら
自
動
車

作
り
を
し
て
い
る
。 

 
 Ａ 

関
連
工
場
や
働
き
方
な
ど
効
率

的
に
生
産
す
る
仕
組
み
や
運
輸
、
環

境
面
に
対
す
る
取
組
。 

 
 

 
 

 

 深
い
学
び
の
視
点 

①
既
有
知
識
を
関
連
付
け
て
考
え
、

一
階
層
上
の
知
識
を
得
る
。 

②
獲
得
し
た
知
識
を
汎
用
的
に
活

用
す
る
。 

③
学
習
の
目
的
を
、
よ
り
高
い
目
的

に
価
値
づ
け
る
。 



５．思考ツール 

 環境 

企業 働く人々 

運輸や貿易 

・ハイブリッドカー 

・ＥＶ車，燃料自動車 

・古い部品のリサイクル 

・地域の環境に配慮した工場 

・ソーラーパネル 

・排水処理場 

・関連工場 

 →ジャストインタイム 

・海外の生産工場 

・自動車専用の船で外国へ輸

出をしている。 

・キャリアカーによる出荷 

・指示ビラ 

・ひもスイッチ 

・アンドン 

・リフト付き台車 

・ラクラクシート 

・カメレオン 


